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来世代は悪化した環境を受け入れることになる。本章では，第 1 の要因を考慮した理論モデルに基づ、く第 2 ， 3 章の



























第 5 章では，前章のモデ、ルを世代重複モデ、ルに拡張し，環境改善を目指した 2 国間の所得移転が長期的にどのよう










また，国際公共財としての環境を 2 国が共有する経済を分析した結果として， ODA に代表されるような途上国へ
の所得移転を行う際，環境アセスメントの付帯が地球環境保護の観点から重要であるという政策的な提言も行ってお
り，理論的な根拠を踏まえた政策提言という意味で，本論文の貢献を高めるものとなっている。
この論文のユニークな点は，均衡経路も含めた規範的分析を行う際，その基準として社会的厚生関数を使用せず，
現在から将来にわたるすべての世代の効用を厳密に増大させるような環境政策の提示を行っていることであるo 将来
世代の効用を割り号|し、て合計する形に代表されるような社会的厚生関数においては，遠い将来世代の効用を割り引く
ことになるが，環境倫理的な立場からこのような手法を否定したことは，評価ができる点である口
環境問題に対する理論的な研究は遅れており，世代間の外部不経済の要因を動学的な視点から分析している研究は
特に数が少ない。本論文は，そのような分野に新たな展望を与えることに成功している D したがって，本論文は，博
士(経済学)の学位を授与するのに十分な価値を持つものと判断する o
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